
■ 製薬への興味から選んだ応用化学科

製 薬 に 興 味 があり、将 来は 薬 の 開 発 や研 究

に 携 わりたいと 考えて いました。当 初は 薬 学部

を希望 してい たので すが、人学 を調 べて いく中

で､ 応 川化 学 科の 方が､ 実験 や 研究 の機 会 が 多

く、製 薬につな がる学び がで きることがわかり、

そこに魅 力を感じて進学しました。

応 用化 学科で は｡ 有 機 化学､ 無 機 化学､ 物 理

化 学､ 分析 化 学 など､ 化 学の 基 礎 を幅 広く学 ぶ

とともに､ それ らを応 用した 材料 やデバ イスにつ

いて学 ぶことがで きます｡ また､ 実 習や 実 験､ グ

ル ープ ワークの機 会も多く､それらを通して分析

や合成 などの 実践 的 な技 術を磨 き､化 学 者に求

められるコミュニケーション能 力を 高めることも

で きます。

そして､3 年 次 後 半からは 研究 室 に配 属され 、

それ まで の学び を礎 に、新素 材や高 機 能 物質、

クリーンエ ネル ギー関 連 材料 などの 開 発に挑 む

ことになります。
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’‾‾　　　コロナ禍があっても満喫できた学生生活。

人学院に進学し、大学で見つけた大きな夢に挑む。

有機 化 学 の 分 野 に属 する 製 薬系 の 学び を求

めて進 学したので す が｡ 大 学で 学 びを 進 めるう

ち、コンデンサ ーや セラミックスとい った無 機 化

学 の 分野 へと興味 が広がってい きました。

研究 室 配 属 では｢ ユビ キタスナノ材 料創 生 研

究 室｣ を 希望し､ 現 在は､ 上 野 准 教 授のご 指 導

のもとで､ 誘電 率の 高い セラミックスの極 小コン

デ ンサーの 開 発に取 り細んでい ます。

コンデ ンサ ーは 、あらゆる電f 機 器 に欠 かす

ことので きない 部品で す｡ 私 たちの 身 近 にある

スマホやパソコンにも、肉 眼 では 兇えない ほど小

さな サイズのコンデンサ ーがたくさん使 用されて

い ます。 一方で､ コンデン サー材 料に は､ サイズ

を 落とすと誘 電 率 が下 がってし まうとい う課 題

があり。私 か取 り組 んで いる のもこの 課 題を 解

決 するた めの研 究 で す｡ 成 功 す れば､ 電 子機 器

の さらなる小型 化･ 軽 量化 が 可能 になるだけで

なく、現 在 よりも低い 温 度 で 作 製 がで きるよう

に なるの で､ 製 造コ ストの 削 減 やＣＯＪ卜出 量の

削 減 にもつ ながり。人々の生 活や 地球 環 境 に貢

献することができますO

もちろ ん簡単 なことではありませんし､ そこへ

行きつくまで にはまだまだ時 間も必 要で す｡そこ

で､ まずは 卒 業研 究として 誘電 率の 高い サイズ

| 学びを通して興味が広がり、　　　　　　　 をＪント ールしたコンデンサー用“ナノキュー

無機化学の分野ヘ　　　　　　　　　　　　 ブ”結晶を作り出したいと考え､そのために、

今､さまざまな材料をいろいろな比率で合成し、
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Ｉ 製薬への興味から選んだ応用化学科

製 薬 に 興 味 があり、将 来は 薬 の 開 発 や研 究

に 携 わりたいと 考えてい ました。当 初は 薬 学部

を希望 してい たので すが、人学 を調 べて いく巾

で､ 応 川化 学 科の 方が､ 実験 や研 究 の機 会 が 多

く、製 薬につな がる学び がで きることがわかり、

そこに魅 力を感じて進学しました｡

応 用化 学科で は､ 有 機化 学､ 無機 化 学､ 物 理

化 学､ 分析 化 学 など､ 化学 の 基 礎 を幅 広く学 ぶ

とともに､ それ らを応 用した材 料や デバ イスにつ

いて学 ぶことがで きます｡ また､ 実習 や 実験､ グ

ル ープ ワークの機 会も多く､ それらを通して分析

や 合成 などの 実践 的 な技 術を磨き､ 化 学 都 二求

められ るコ ミュニケーション能 力を 高めることも

で きます｡

そして､3 年 次 後 半からは研 究 室に 配属 され 、

それまでの 学び を礎 に 新 素 材や高 機能 物 質、

クリーンエ ネルギ ー関連 材 料などの 開 発に挑 む

ことになります。

学びを通して興味が広がり、

無機化学の分野へ

"'‾　　　コロナ禍があ゛L)ても満喫できた学生ﾌ生゙活．

大学院に進学し･、..大学で.見つけた大きな夢に挑む．

有機 化学 の 分 野 に属 する 製 薬系 の 学び を求

めて進 学したので す が､ 大 学で 学 び を進 めるう

ち、コンデン サーや セラミックスといった無 機 化

学 の分 野 へと興 味 が広が ってい きました。

研究 室 配 属 では「ユビ キタスナノ材 料創 生 研

究 室」を希 望し､ 現 在は､ 土 野 准 教 授のご 指 導

のもとで､ 誘電 率 の高い セラミックスの極 小コン

デ ンサーの 開 発に取 り細 んでい ます｡

コンデ ンサーは、あらゆる電 子機 器 に欠か す

ことので きない 部品で す｡ 私 たちの 身 近 にある

スマホやパソコンにも、肉 眼で は 見えない ほど小

さな サイズのコンデンサ ーがたくさん使 川されて

い ます。　･方で､ コ ンデ ンサ ー材料 に は､ サイズ

を 落とすと誘 電 率 が下が ってしまうとい う課 題

があり、私 か取 り組 んで いるの もこの 課 題を 解

決 するため の研 究で す｡ 成 功 すれ ば､ 電f 機 器

の さらなる小 型 化･ 軽 量化 が111能 になるだけで

なく、現 在よりも低い 温 度 で 作 製 がで きるよう

に なるので､ 製 造コストの 削減 やＣＯＪ卜出 量の

削 減にもつ ながり、人々の 生 活や地 球 環 境に 貢

献 することがで きます。

もちろん 簡単 なことで はありませ んし､ そこへ

行 きつくまでには まだ まだ時 間も必要 です｡ そこ

で､ まず は卒 業 研究 として誘 電 率 の 高い サイズ

をコントロ ールし たコンデ ン サ ー用“ ナノキュー

ブ ”結 品 を 作 り出し たい と 考え、そ の ため に、

今､ さまざまな 材料 をいろいろな 比率 で合 成し、

数 時 間 高温 で焼 い た後､ 粉 末 に砕いてペレット

状 にして 誘 電 率 を 測 るとい う作 業 を 繰 り返 し

て､ データを集 めてい るところで す。

同じ 条件で作っても､ 違う結果 になってしまうな

どうまくい かないことも多い ので すが､ 何とか完 成

させ､ 卒業 後は 大学院 へ進学して､その ナノキュー

ブを使って研究を続けたいと思ってい ます、

コロナ禍でも満喫した学生生活

将来は研究職に就き、

人の役に立つ物質を創出したい

な 子学生 が少ないTI学 部です が､ 居心地 の悪

さを感じたことはありません､｡人学してすぐ参加し

た 人学 生 協iﾐ催の 新人 生歓 迎 会は楽しく、他 学

部にもたくさん の友人 ができましたし。アルバイト

を通して他人学 の学生とも交流 が広 がりました｡

コロ ナ禍で､ 対面 授 業 が減 ったり、行動 制|涙

があったり、所属している生|烏学 生 委り 会で 企

画して いたイベントを中止 せざるを得なくなった

りと残 念なこともありましたが 、山 梨 で の学 生

生活 はおお むね楽しく、充実してい ます。

大学 院に進 学しても､ セラミックスの新しい 複

合 化 技 術 の 開 発を 目標 に研 究 に打 ち込 み 、将

来は 人の 役 に立てるような 物 質を 作り出 せるよ

うな研 究職 に就け たらと思っています。
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高度なものづくりを楽しみたいと、

メカトロニクスエ学科へ

小 さい 頃か ら、段 ボ ールで 家 を作 っ たり、コ

イン落 とし のような ゲームを作 っ たりして 遊 ぶ

の が好 きでした。『大 学 で 専門 的 なことを学 ん

だ らもっ とお もしろ い も の を 作って 遊 べ る ん

じ ゃない か』と 思い、工 学系 の 人 学 を広く調べ

て い たときに出 会った のが 、山 梨 大 学 の メカト

ロニ クスエ 学 科で す｡ もの づくり に必 要 とされ

る 、機 械 分 野と電 気 分 野 と情 報 分 野を 広く学

ぶ こ と が で きると 知り 、ぜ ひ こ 二で 学 び た い

と､ 進学 を決め ました。

入学 後は 、自 分 が 知ら なか った 工 学的 な基

礎 部 分を広く学 ぶこ とがで きて､ どの 授 業 も楽

し く、興 味 もどん どん広 がり まし た。特 に 印 象

に 残 って い るの は 、2年 次 に受 講し た ライント

レ ースロ ボットを製 作 す る授 業 で す｡ 車 体 を作

り 、基 板 に好 きな 素 子 を は んだ 付 けして 機 能

を持 たせ､ プログ ラミングして 思うように 動か す

という、機 械､ 電 気､ 情 報 の3 分 野 を同 時 に 学

べ る講義 だった ので す｡ 生 まれて 初 めて 自分で

考 えたロ ボットを実 際 に作り、動 かすこと がで

きて､ とても楽しか ったで す。

I　　 ’1禰摺ｌ:

企業の良いところに目を向け、

就労意識を高めながらの就職活動

大学 での 学びを 通して､ 自 分はプログラミング

が好 きで性 格的 にも向いていると気づ き､そ れを

活 かせる什事をしたいと考 えるように なっていき

ました。就 職活 動を始 めたの は､3 年 次の冬休 み

で す｡ もともと県 内で の就 職 を希望しており、就

職 説明 会で 直 接 企 業の 方と話しながら、自 分 に

向いてい る会 社や 仕事を探っていきました。企 業

の良い ところに目を向けるということも意 識しまし

た｡ そうすることで｢ 働 きたい｣ とい う気 持ちも高

まり、楽しみながら活動する二とができました。

内定 をい ただいているの は、グラウトサ ービ ス

に注 力してい る株 式 会社 ネオシステムで す｡プロ

グラマーとしてｰ 定 期間経 験 を積んだ後､ お客 様

と情 報 交換 などしながらシステムを構築していく

システムエ ンジニアに ステップ アップ すると聞き、

やりたいことを通して 社 会に貢 献しつつ、自分 も

成長していけるとワクワクしていますO

視覚障がい者が安全に歩行できるよう、

ガイドロボットのプログラミングに没頭

現在は丹沢･北野研究室に所属し、ステレオ

カメラを用いた歩行ガイドロボットの製作に取

り組んでいます｡これは､視覚障がい者を対象
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とし た押し 車式 のロ ボットで､2 台 のカメラを平

行 に 設 置し､ その カメラから 得た 情 報 によって

物 体 などを検 出して安 全に 歩ける方 向 へと誘 導

して いくとい う､ 盲 導犬 の役 割 を担うロ ボットで

す｡ 研 究 室 で は代 々こ のロ ボットの改 良 に取 り

組 んで いて､ 私は先 輩 から引 き継い だ道 路 沿い

走 行 を安 定 させるとい う課 題を 解 決す べく、進

行方 向に越 えられ ない段 差 がある場 合などにそ

ちらには 進 んで はい けない と判 断 するプ ログラ

ムの構 築を目指してい ます。

こう動かしたい というイメージに 基づ いてプロ

グラミングをしても､ 実 際にはうまく動いてくれな

い ことも多くあります｡ そうなると、どこが 悪か っ

たのかと悩 み続け､ 試行 錯誤することになるので

す が、あ るときふ っと答 えが思い 浮 か ぶこと が

あって、「ああ､ これだっ たんだ! 」と｡ そんな時 は

気ー に霧 が晴 れたような晴 れ晴 れ とし た気持 ち

になりますし､ それを実際にやってみてうまくい っ

たときの達 成感 にはたまらないもの があります

ずっと誰 か の ため になるようなことがし たい

と 思って きましたが､ その方 法が わからず､ 一一歩

を踏 み出 すことがで きませんでした｡ で も､ 大 学

で プロ グラミングとい う自 分 の 強 みを 見つける

ことがで きたので､ 社 会人に なって も､ 学ん だこ

とを活かしつ つ さらに成 長して､ いず れ､ 人の役

に立つ システムを創 造で きるようになり たい と

思ってい ます。

｢ 機 械 耳 電 気 耳 情 報｣ を 幅 広く学 ん だ4 年 間 。

プログラミングの面白さを知り、情 報社 会の担い 手に。

八 」 」－ し　 Ｊ ｊ ／り ／－‘ ゜
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小中学校と大学の地域連携(小大連携)教育プログラム

｢やまなしジュニアドクター育成自然塾｣による教育の新たな可能性

｢ジ ュニ アド ク タ ー 育 成 塾｣ と は

｢ジュ ニ アドクター育 成 塾｣ は､ 将 来 の

科 学 技 術･ イノベ ーションを牽 引 す る傑 出

した 人 材 の 育 成 に 向 け て､ 高 い 意 欲 や

突 出 した能 力 を持 つ 小 中 学 生 を 発 掘し 、

ＳＴＥＡＭ 学 習 などを通じて その 能 力 を仲

長 させ るJST( 国 立 研 究 開 発 法 人 科 学

技 術 振 興 機 構) の 支 援 を受 け た 特 別 な

教 育 プ ロ グ ラムで す02022 年 の 現 時 点

では 北 海 道 から沖 縄 まで 各 地 の 大 学 や

高 等 専 門 学 校 な ど が 実 施 機 関 と な っ

て､30 の プ ログ ラ ムが 実 施･ 運 営 され て

います｡2022 年 度 に 山 梨 大 学 の 本 事 業

が採 択 され まし た。

｢やまなしジュニアドクター育成自 然塾｣とは

山 梨 大 学 が 実 施 す る｢ や まなしジュニ

アドクター 育 成 自 然 塾 ～ 南 アル プ ス･ ユ

ネスコエ コパ ークで の 活 動 が 育 む 未 来 人

材 ～｣ は､ 小 学 校5 年 生 ～ 中 学 校3 年 生

を対 象 に､ 南 アル プ ス･ ユ ネスコエ コパ ー

クで の 体 感 的 な フィールド活 動 と山 梨 大

学 キ ャンパ ス内 で の 講 義､ 実 験･ 演 習 、

研 究などの 活動を通じて､生 物学､ 生 態

学､ 環 境 化 学･ 工 学､コンピュータ理 工･

機 械 工 学などの 視 点 から幅 広く自 然と

社 会を理 解し､｢自由 な発 想で 新しい ア

イデアや技術を創 造して､持続 可 能な社

会 の実 現に 未来 の科 学 者｣を育成 する

プログラムです。

大 学 教 員 や 大 学 生 一人 学 院 生 か提

供 する講 義 や実 験･ 演 習などを通じて、

関 連 す る 分 野 の 専 門 知 識 や 技 能(

ＳＴＥＡＭ教 育 のS､ Ｔ､Ｅ)だけ で なく、

科 学 的な疑 問･ 不 思 議を発 見する力＝

科 学 的 感 性(ＳＴＥＡＭ教 育 のＳ)､疑

問･ 不 思議や 課題を解決 するアイデアや

技 術を 思 考･デ ザ インして 表 現 す る力(

ＳＴＥＡＭ教育 のＡ)､必要な情 報をバラ

ンスよく収 集･活 用 する力(ＳＴＥＡＭ教

育のＭ)などを育 成します｡さらに､塾 生が

自分 の 興 味(好きなもの)を見 つけて 深

めたり､広く発展させたり､科 学に対 する

情 熱 を燃 やして､次 世 代 科 学 者として

育って行くことを支 援しています。

｢やまなしジュニアドクター育 成 自 然

塾｣ は､第 一 から第 三までの3段 階 のス

テップ アップ の 構 造 となって おり､ 第 一 育

成 プログラム(1 年 間､ 募 集 人 数40 名) で

は､ フィー ルド活 動､ 講 義 と 実 験･ 演 習 を

通 して､ 自 然 の 仕 組 み や 自 然 と社 会との

関 係 の 中 にあ る課 題 を 発 見･ 理 解 す ると

ともに､ 必 要 な 知 識 と 技 術､ 情 報 を 活 用

す る能 力 を身 に つけ ます｡ さらに､ 自 分 が

興 味 のある 分 野､ 研 究し たい テ ーマを 兄

つ け ます｡ 第 一 育 成 プ ログラム修 了 後 の

第 二 育 成 プロ グラム(1 年 間､10 名 程 度

を 選 抜) で は､ 人 学 の 研 究 室 に おい て自

らが 興 味 を持 った テ ーマ に 関 す る研 究 を

深 め､ 自 然 の 仕 組 みを 活 用した 新しい 技

術･ ア イデ アや それ を 社 会 で 使 う仕 組 み

を 考 えます｡ さらに､ 第 二 育 成 プ ログラム(

数 年 間､ 数 名 を 選 抜) で は､ 大 学 の 研

究 室 に おい て 社 会 に イノベ ーションや 新

たな 価 値 をもたらす 革 新 的 ア イデ アや 技

術 に関 する研 究 を深 めてい きます 。

｢やまなしｼﾞｭﾆｱ ﾄﾞｸﾀｰ 育成自然塾｣活動の様子

2022 年 度 は､47 名(46 名 が 山 梨 県 内

の 小 中 学 生､1 名 が 東 京23 区 在 住 の 中

学 生) の 小 中 学 生 が 選 抜 試 験 に 合 格 し

て 入 塾 しました｡ 南 アルプ ス市 のエ コパ 伊

奈 ヶ湖 や 山 梨 大 学 キャンパスでフィールド

活 動､ 講 義､ 実 験･ 演 習 を日曜 日に 行 って

い ます｡ 自 分 の 興 味 が わく分 野､ 研 究した

い と思うことを 発 見してもらうの が 第 一 プ

ログラムの 目 的 となって い るた め､ 幅 広 く、

ワクワクす るような内 容 の 活 動 を提 供して

い ます｡ ＳＴＥＡＭ教 育 の中 のS( Ｓｃｉｅｎｃｅ)

を｢ 科 学 的 感 性( 疑 問･ 不 思 議･ 課 題 を発

見 す るjJ)｣ と､Ａ(Ａｒt)を｢ 思 考･ デ ザ イ

ン･ 表 現 力( 疑 問･ 不 思 議･ 課 題を 解 決 す

るための アイデアを考 える力､ アイデアを実

現 す るため の 道 筋 を 考える力､ アイデアを

伝 える力)｣ と独 白に 定 義して､ ユ ネスコ エ

コパ ーク･フィールド活 動､ グル ープ ワークや

ポ スターセッションなどによってそ れらの 育

成 にも力 を入 れ てい ます 。

360 度 に 好 奇 心 を 発して い る 塾 生 の

科 学 的 感 性 は 鋭く､自 山 に 発 想した個 々

の ア イデ アを 塾 生 同 士 で 話 し合 いしな が

らブ ラッシュ アップ す ることもできます｡ 私

工学部就職内定状況

令和５年度のおもな 進路内定先 令和５年12 月１日 現在

たち 大 学 教 員 は､ 塾 生 との 交 流 からエ ネ

ル ギ ー､ 喜 び や 新 たな 気 づ きを 沢 山 も

らってい ます｡ この 場 では､ 塾 生 と大 学 教

員､ 大 学 生･ 大 学 院 生 は､[ 教 える/ 教 え

ら れ る] の 関 係 で は なく､｢ともに 学 び 合

う｣関 係 で す｡ この 小 大 連 携 で 得 た( 得

つ つ あ る)｢ともに 学 び 合 う｣ 場 をデ ザ イン

す ることを｢ や まなしジュニ アドクター育 成

自 然 塾｣ だけ にとど めるの で は なく､山 梨

大 学 の 大 学･ 大 学 院 教 育､ 教 員 教 育 活

動( ＦＤ) や 地 域 連 携 にもつ なげ てい きた

いと 思 ってい ます｡ 今 後 の 進 展 を楽 しみ

にし てい てください 。

｢ や ま なしジ ュ ニ アドク ター育 成 自 然

塾｣ の 活 動 は 以 下 の ホームペ ージで 紹 介

して い ま す｡ 興 味 のあ る 方 は ぜ ひ ホ ーム

ペ ージ だけ で なく､実 際 の 活 動 も 兄に 来

てください 。

http ｓ://jｒ-ｄｏｃtｏｒ.yａｍａｎａｓhi.ａｃ.jp/

学部卒1茫予定者数：６４

就職者数：２９ 進学者数:２1
K Ｓ Ｋ

Ｍ Ｋ Ｉテ ク ノ ロ ジ ー ズ

Ｎ Ｓ Ｗ

ＮＴ Ｔ デ ー タ Ｍ ＳＥ

ＹＳ Ｋ ｅ-ｃｏ ｍ

ア イ･ エ ス･ ビ ー

ア イ テ ィ フ ォ ー

イ ン テ ッ ク

イ ン フ ォ リ ン ク

ェ イチ･ シ ー･ ネ ットワ ー ク ス

エ ビ デ ン ト

その他(諸学校含む)：１４

オ ー プ ン ド ア

コ ン ピ ュ ー タ マ イ ン ド

静 岡 ガ ス

セ コ ム トラ ス トシ ス テ ム ズ

ソ フト クリェ イトホ ール ティン グス

テ ク ノ シ ス テ ム

テ ク マ ト リ ッ ク ス

日 産 フ ィナ ン シ ャ ル サ ービ ス

パ ー ソ ル ク ロ ス テ ク ノロ ジ ー

ハ 十 二 銀 行

日 立 国 際 電 気

日 立 社 会 情 報 サ ー ビ ス

マ イ ナ ビ Ｅ ｄｇｅ

三 菱 電 機IT ソリ ュ ーシ ョン ズ

ミ ラ プ ロ

ユ ナ イト ア ン ド グ ロ ウ

■進学等
山梨大学大学院
筑波大学大学院

学部卒業予定者数：５６

就職者数：３０　進学者数：２０　その他(諸学校含む):６

大林組　　　　　 邨糾ｲｳlｲ･Ｉﾝｼごｱﾘﾝｸ名゙捷　大阪府
オリエンタルコンサルタンツ|1日和ｲｳIｲ･ﾒﾝﾃﾅﾝｽnl 甲府市
秤岡コンやﾚﾀﾝﾄ　　 日本エンジニアリング　 瀬戸市

学部卒業予定者数:61

就職者数:21　 進学者数：３２　その他(諸学校含む):８

S ＵＢＡＲＵ

飯田鉄 工

オイレスエ 業

オリエンタル産 業

キ ー エ ン ス

九 州 電 力

小 糸 製 作 所

シ ー ア ー ル イ ー

シ チ ズ ン フ ァ イン テ バ` イ ス

ス ズ キ

テ ル モ

フ ア ス フ ォ ー ド テ ク ノ ロ ジ

富 士 航 空 電 子

富 士 電 機 パワ ーセミ コンダ クタ

プ ラ イ ム ア ー スEV エ ナ ジ ー

ボ ッ シ ュ

三 菱 電 機 エ ン ジ ニ ア リン グ

宮 地 エ ン ジ ニ ア リ ン グ

む ろ い

山 梨 旭 ダ イ ヤ モ ンド エ 業

関 東 管 区 警 察 局

●進学等
山梨大学大学院
九州大学大学院
筑波大学大学院
東京工業大学大学院
横浜国立大学大学院

Ｔザ 竺嶺 工学部通恬
Ｃ Ｏ Ｍ Ｍ ＵＮＩＣ ＡＴＩＯ Ｎ ＰＡＰＥＲ
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3 月 ■ 公 益 社 団 法 人 自 動 車 技 術 会

大 学 院 研 究 奨 励 賞

修 士 課 程 グ リ ー ン エ ネ ル ギ ー 変 換 工 学 特 別 教 育 プ[] グ ラ ム2 年 小 渾 佳 弘

■ 第53 回(2022 年 秋 季) 応 用 物 理 学 会

講 演 奨 励 賞

修 士 課 程 工 学 専 攻 電 気 電 子 工 学 コ ー ス2 年 鈴 木 涼 人

■電子情報通信学会マイクロ波研究会
学生研究優秀発表賞

修士課程工学専攻電気電子工学コース2 年 良知 颯太

■第50 回土木学会関東支部技術研究発表会

優秀発表者賞

修士課程工学専攻土木環境工学コース1 年 高木 蓮

■電気化学会第90 回大会

優秀学生講演賞
修士課程応用化学コース2年(学年は令和5年4月現在) 高橋 彩夏　　 ｉ

優秀 学生 講演賞　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ

曾士艶 ｸﾞﾘｰﾝIﾈﾙｷﾞ韻ー 工学嘔鮪 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ剛 孚年|齢15年4月駝 名 取 宗 一郎　 ｉ

4月 ■国際会議The 12th Ad ｖａｎｃｅｄ Ｌａsｅrs and Phot ｏｎ

Ｓｏurｃｅs,ALPS2023
The Best Stｕｄｅｎts Postｅr Paper Ａｗａrd

修士課程工学専攻電気電子工学コース1年 大川 亮

5月 ■第71 回質量分析総合討論会
ベストプレゼンテーション賞(最優秀賞)

修士課程工学専攻電気電子工学コース2年 小森 亮輝

ペストプレゼンテーション賞(優秀賞)

修士課程工学専攻電気電子工学コース2年 小俣 望

■ 国 際 会 議The 6th lnt ｅr ｎａtｉｏｎａｌ Ｅｌｅｃtrｉｃ Ｖｅｈｉｄ ｅ ・

Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇy Ｃｏｎｆｅrｅｎcｅ E ＶＴｅＣ2023　　　　　　　1

/｣` i恥価il'F阿T
シーアールイー

シチズンファインデバイス

スズキ

テルモ

芯地－ノンーノ'Iﾉ／ﾉ
むろい

山 梨旭ダイヤモンドエ業

関東 管区 警察局

学部卒業予定者数：５２

就職者数：１８　進学者数:２４ その他(諸学校含む):1０

NECｿﾘｭｰｼｮﾝｲﾉ ﾍﾞｰﾀnittoh

アピリッツ
イルカ
ジヤトコ
情報システムエ学
スス`キ
住友理工

タカノ

東海 旅客 鉄道

トヨタシステムズ

ネッツトヨタ甲斐

バンケット･プ ランニング

日置 電機

ファナック

村上 開明 堂

ヤマダ

山梨 大学

冒進学等
山梨大学大学院
筑波大学大学院

=ヨ．靉

謳 昌 讐 ゛1 詣
ｌ:２６　その他(諸学校含む):８

N ＳＰ

Ｎ Ｓ Ｗ

Ｙ ＳＫ ｅ-ｃｏ ｍ

飯 田 鉄 工

関 電 工

京 セ ラ

駒 潭 大 学

コ ム チ ュ ア

住 友 電 装

トーヨーコーケン

トヨタシステムズ

日研卜－タルソーシング

日星電 気

マルスン

三菱 電機

明電 舎

山梨 大学

厚生労働省 関東信越厚生局

江戸川区

■進学等
山梨大学大学院

東京大学大学院
東北大学大学院

■第67 回香料･テルペンおよび精油化学に関する討論会
Tｅｃｈｎｏｌｏｇy Ｃｏｎｆｅrence EVTeC2023　　　　　　　1　　　　 ベ ストプレゼンテーション賞

Yo ｕng lnｖｅstigatｏr Ａｗａrd　　　　　　　　　　　l　　　　 修士 課程 工学専 攻応用 化学コ ース1 年 中 野 萌 恵

博士課程工学専攻エネルギー物質科学コース3 年 井上 達 也　l

1 11月 ・ 国 際会 議The 6th lnt ｅrｎａtｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅrｅｎcｅ ｏｎ

・2023 年度未踏ターゲット事業(量子コンピューティング技 ｌ
術を活 用したソフトウェア開 発分 野)

プロジェクト採択

博士課程工学専攻システム統合工学コース1 年 小見 山 朋子

修士課程工学専攻コンピュータ理工学コース1 年 小川 裕大

７月 ■ 国際 会 議 Ｗ ａtｅr ａｎｄ Ｅｎｖirｏｎｍｅｎt Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇy

ＣｏｎｆｅrｅｎｃｅＯｎＬｉｎｅ ２０２３(WET2023- ○ｎtｉｎｅ)

優 秀発表賞

博士課程工学専攻環境社会システム学ｺｰｽ1 年Sunayana Raya

9月

博士課程工学専攻環境社会システム学コース1年Danie1T ｗu ｍ-Ampofo　l

修士課程工学専攻流域環境科学特別教育 ﾌﾟﾛ ｸﾞﾗﾑ1 年Annisa Andarini Ruti　l

・ 第39 回日本セラミックス協会関東支部研究発表会

奨励賞
修士課程工学専攻先端材料理工学コース1年 鬼丸 瑞樹

・ 第42 回日本自然災害学会学術講演会

優秀発表者賞
修士課程工学専攻土木環境工学コース1年 井上 拓哉

■第31 回 地球環 境シンポジウム　　　　　　　　　　　 ｉ

地球環境 シンポジウム優秀 ポスター賞　　　　　　　　 １

修士課程工学専攻流域環境科学特別教育プログラム2年 佐 藤 真 優　 ｌ

修士課程工学専攻流域環境科学特別教育プログラム2年 手 塚 樹 哉

jO 月 ・ 国際シンポジウム｢将来の生体医用･電子工業を切り拓くレ
－

－

―

‐

－

一ザー制御技術」

PrｅsｅｎtａtｉｏｎＡｗａrd

修士課程工学専攻電気電子工学コース1年 内山 雄暉

lnfor ｍ ａtｉｏｎ ａｎｄ Ｃｏｍ ｍｕnicat ｉｏｎs ＴｅｃｈｎｏＬｏｇy

Best Paper 賞

修 士 課 程 工 学 専 攻 コ ン ピ ュー タ 理 工 学 コ ー ス 荒 木 裕 史

■ 国 際 会 議14th lnt ｅｍ ａtｉｏｎａＬＣｏｎｆｅrｅｎｃｅ ｏｎ Ｎｉtrｉｄｅ

Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃtｏrs(ICNS-14)

Ｏｕtstanding Post ｅr Ａｗａrd

先 端 材 料 理 工 学 科４ 年 川 口 雄 輝

■ 第31 回｢ ロ ボ コ ン や ま なし｣

準 優 勝

工 学 部 メ カトロ ニ ク スエ 学 科4 年 柿 潭 圭 佑

工 学 部 メ カトロ ニ ク スエ 学 科4 年 松 下 将 万

電 子 情 報 通 信 学 会 東 京 支 部 長 賞

工 学 部 メ カトロ ニ ク スエ 学 科4 年 蒲 生 隋 菜

工 学 部メ カト ロ ニ ク スエ 学 科4 年 土 屋 歩 大

12 月 ・ 第60 回 環 境 工 学 研 究 フ ォー ラ ム

環 境 技 術･ プ ロ ジェクト 賞

修士課程工学専攻流域環境科学特別教育プログラム2 年 平 井 聡 一 郎　

・ 国 際 会 議 ＶＡＮＪ Ｃｏｎｆｅrence 2023

最 優 秀 口 頭 発 表 賞､ 優 秀 若 手 研 究 者 賞

修士課程工学専攻流域環境科学特別教育プログラム2 年 平 井 聡 一 郎　

■ 国 際 ワ ー クショップ8th SURFlnt ｅrｎａtｉｏｎａＬＷ ｏrkshop　　　　

最 優 秀 ポ ス タ ー 発 表 賞

修士課程工学専攻流域環境科学特別教育プログラム2 年 平 井 聡 一 郎

一 一 一J･ ～ 一一 －一一
就 職 者 数 ：３ ０　 進 学 者 数 ：２０　 そ の 他( 諸 学 校 含 む): ６

大 林 組

オリェ ン タ ル コ ン サ ル タ ン ソ

静 岡 コ ン サ ル タ ン ト

鈴 与 建 設

須 山 建 設

大 日 本 ダ イヤ コ ン サ ル タント

東 海 旅 客 鉄 道

東 急 電 鉄

東 京 電 力 ホ ー ル デ ィン グ ス

中 日 本 高 速 道 路

中財ﾊｲｳｪｲ･ｴﾝﾝﾆｱﾘ 河 名古屋

中日 本ﾊｲｳｪｲ･ メンテナ ンス東名

日 本 エ ン ジ ニ ア リ ン グ

日 本 工 営

東 日 本 高 速 道 路

フ ジ ヤ マ

水 資 源 機 構

名 工 建 設

山 梨 県

長 野 県

大阪府

甲府市
瀬戸市
大田区

■進学等

山梨大学大学院
東京農工大学大学院

学９卒堡予定者数：５５

就職者数:６　進学者数:４０

システムフロンティア

ダイヤ精機 製作 所

トヨタ紡 織

トリケミカル研 究所

富士 化工

その他(諸学校含む):９

山梨県

・ 進学等

山梨大学大学院
東京工業大学大学院

名古屋大学大学院

？!!F卒？予定者数：２９
就職者数:12 進学者数:14 その他(諸学校含む):３

ニデックインスツルメンｙ

日本製 紙 パピリア

アルティ

・ 進学等
山梨大学大学院
静岡大学大学院

令和6年度工学部学年暦(年間予定表)

I門5門門171111？?‘I･ ¬
ガ イ ダ ン ス 等 �４月　１日（月）～４月11日（木）

入　　 学　　 式 �４月　５日（金）

前 期 授 業 開 始 �４月１２日（金）

前 期 授 業 終 了 �８月　２日（金）

夏　 季　 休　 業 �８月　３日（土）～９月23日（月）各学部で定める

秋季卒業式・修了式 �９月26 日 休 ）

前　 期　 終　 了 �９月30 日（月）

後　 期　 開　 始 �１０月　１日（火）

開 学 記 念 日 �１０月　１日（火）

秋季入学式(大学院) �１０月　１日（火）

後 期 授 業 開 始 �１０月　１日（火）

大学祭(医学部ｷｬﾝ ﾊﾟｽ) �10月25 日（金）～10 月27日（日）

大学祭(甲府キャンパス) �11月　１日（金）～11 月 ３日（日）

冬　 季　 休　 業 �１２月28 日（土）～１月５日（日）各学部で定める

後 期 授 業 終 了 �１月31 日（金）

春　 季　 休　 業 �２月　１日（土）～３月31日（月）各学部で定める

卒 業 式・修了 式 �３月１９日（水）

後　 期　 終　 了 �３月31 日（月）

(注) １．１月17 日( 金)は､ 大 学入学共 通テスト準備 のため休 講とする 。

※ただし｡医 学部キャン パスは医学 部授業時 間 割による。
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